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偉人を後世に継ぐ人たち 偉人特集

大還暦 乾田馬耕から１２０年
農聖 斎藤宇一郎先生を偲んで

偉
人
特
集
・
大
還
暦 

乾
田
馬
耕
か
ら
百
二
十
年
　

農
聖 

斎
藤
宇
一
郎
先
生
を
偲
ん
で

「
乾
田
馬
耕
創
業
之
地
」
記
念
碑
の
前
に
て

斎
藤
宇
一
郎
記
念
館
に
て
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会
長
、
佐
藤
範
義
さ
ん
の
ご
急

　
　
　

逝
に
際
し
、
当
時
常
務
理
事
を

　
　
　

務
め
て
い
ま
し
た
が
、
浅
学
な

が
ら
そ
の
要
職
を
継
い
だ
の
が
３
年
前

に
な
り
ま
す
。
宇
一
郎
先
生
の
郷
土
へ

の
想
い
、
そ
し
て
記
念
会
の
発
展
の
た

め
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
と
し
て
活
動
し
て
い

る
斎
藤
宇
一
郎
記
念
会
で
は
、
大
正
１５

年
(
１
９
２
６
)
の
設
立
以
降
、
多
年

に
わ
た
り
宇
一
郎
先
生
の
事
績
を
顕
彰

し
な
が
ら
、
地
域
文
化
の
継
承
、
農
業

振
興
、
山
林
を
活
用
し
た
環
境
保
全
意

識
の
向
上
、
若
手
の
人
材
育
成
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県
種
苗
交

換
会
で
の
記
念
会
賞
の
授
与
や
、
最
近

で
は
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
様
よ
り
ご
推

奨
い
た
だ
き
、
プ
レ
ミ
ア
ム
米
、
畜
産
、

青
果
、
花
キ
、
特
用
林
産
な
ど
の
各
部

門
の
優
良
農
家
へ
の
記
念
会
賞
の
授
与

も
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
前
頁
で
も
触
れ
て
い
る
７

月
１２
日
の
例
大
祭
で
す
。
例
年
、
仁
賀

保
・
斎
藤
神
社
に
響
き
渡
る
「
斎
藤
宇

一
郎
先
生
を
讃
へ
る
歌
」
。
平
沢
小
６

年
生
児
童
の
歌
声
に
ピ
リ
ッ
と
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

業
三
是
、
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で

　
　
　

す
か
。
「
一
、
深
耕
一
、
堆
肥

　
　
　

一
、
排
水
」
で
す
。
宇
一
郎
先

生
の
三
是
を
私
た
ち
は
昔
か
ら
良
質
米

多
収
へ
の
基
礎
的
農
法
と
し
て
聞
か
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
過
去
に
は
馬
耕
大
会
、

堆
肥
検
査
、
排
水
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
、

優
秀
な
農
家
は
表
彰
さ
れ
て
い
た
と
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
地
が
良
質

米
を
増
産
で
き
て
い
る
基
軸
に
な
っ
た

の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
は
記
念
会
と
し
て
も

大
変
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
１６
日
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
全
農
あ
き
た
主
催
に

よ
る
「
〜
あ
き
た
こ
ま
ち
デ
ビ
ュ
ー
３５

周
年
記
念
〜
全
県
Ｊ
Ａ
稲
作
担
当
営
農

指
導
員
大
会
」
に
お
い
て
、
こ
の
農
業

三
是
が
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
宣
誓

さ
れ
た
の
で
す
。
石
川
理
紀
之
助
、
森

川
源
三
郎
、
そ
し
て
斎
藤
宇
一
郎
。
秋

田
の
三
大
農
聖
で
あ
り
、
農
村
指
導
の

巨
星
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
大
変

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　

の
も
て
る
農
業
、
宇
一
郎
先
生

　
　
　

の
築
い
た
農
業
基
盤
の
も
と
、

　
　
　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お

り
、
農
業
経
営
者
の
平
均
年
齢
の
高
ま

り
に
伴
う
高
齢
化
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
大
き
な
課
題
で
す
。
こ
れ
は
に
か
ほ

市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
簡
単
に

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
農
産
物
の
需
要
動
向
の
早
期
把

握
と
後
継
者
育
成
に
向
け
て
の
魅
力
あ

る
農
業
展
開
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
大
規
模
な
基
盤
整
備
や
大
型
機

械
化
に
よ
り
、
後
継
者
問
題
は
多
少
な

り
軟
化
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
田

の
汎
用
化
に
よ
り
、
大
豆
、
花
キ
、
飼

料
米
の
作
付
け
等
も
一
定
の
面
積
を
確

保
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
農
業
運
営
は
個

人
、
集
落
単
位
、
法
人
と
い
う
将
来
構

想
を
練
り
な
が
ら
、
出
来
る
範
囲
の
法

人
化
設
立
の
も
と
意
欲
の
あ
る
若
者
が

「
夢
の
も
て
る
農
業
」
へ
と
進
展
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
に
伴
う

農
業
運
営
の
安
定
化
は
、
今
後
、
に
か

ほ
市
が
発
展
し
て
い
く
一
路
線
に
も
繋

が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

治
か
ら
大
正
と
い
う
時
代
背
景

　
　
　

の
中
で
、
中
央
と
地
方
の
文
化
、

　
　
　

教
育
、
産
業
な
ど
、
す
べ
て
の

面
に
お
い
て
較
差
を
縮
め
る
た
め
に
全

精
力
を
注
い
だ
宇
一
郎
先
生
。
な
か
で

も
乾
田
馬
耕
の
指
導
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
あ
た
っ
て
は
私
財
を
投
じ
る
覚
悟
の

も
と
、
地
域
発
展
に
献
身
的
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
努
力
の
経
過
と
結
果

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は

斎
藤
宇
一
郎
記
念
館
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
文
献
等
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
自
ら
の
歩
み
に
新
し
い
一
歩
を

加
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

大
正
１５
年
(
１
９
２
６
)
５
月
１０
日
に

逝
去
さ
れ
た
宇
一
郎
先
生
で
す
が
、
今

年
で
没
後
９５
年
を
数
え
ま
す
。
５
年
後

に
は
１
０
０
回
忌
と
い
う
節
目
を
控
え
、

今
後
と
も
記
念
会
一
同
知
力
を
出
し
合

い
宇
一
郎
先
生
の
想
い
を
後
世
へ
と
伝

え
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
所
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
お
気

軽
に
斎
藤
宇
一
郎
記
念
館
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
り
、
温
故
知
新
に
浸
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

公益財団法人 斎藤宇一郎記念会

会長  荘司 範彦 さん

しょうじ　　  のりひこ

　仁賀保町議会議員、にかほ市議会議員を

歴任し、自身も農業と畜産を営みながら、

現在は記念会会長を務める。（伊勢居地）

公益財団法人 斎藤宇一郎記念会

前事務局長  五十嵐 公子 さん

いがらし　　  きみこ

　昭和３７年から事務局員、昭和５８年から事務

局長を務め、平成３０年３月に退職。５６年とい

う半世紀をこえて、宇一郎先生の顕彰活動や記

念館の展示案内、監修を行う。（平沢）

前

農

夢

明

　　　い返すと長いもので、昭和３７年（１９６２）

　　　から平成３０年（２０１８）までの５６年間、

半世紀をこえて斎藤宇一郎記念会の事務局として、

５人の歴代会長のもと、宇一郎先生の顕彰事業に関

わることができたことは大変光栄で、たくさんの出

会いがあったことに感謝しております。

　昭和１７年（１９４２）、斎藤宇一郎記念会は秋田

県内では他の先駆けとして第１号の財団法人となり

ました。更に、宇一郎先生の想いを後世に伝えてい

く事業を通じて社会貢献していこうと、平成２６年

（２０１４）に公益財団法人となりました。ここに至

るまではさまざまな問題もあり長く険しい道のりで

したが、歴代会長さんたちの想いを成就できたこと

は、とても感慨深く感じております。

　　　しい次の世代を担う小学校児童の皆さんとも

　　　宇一郎先生を通じてたくさんふれ合うことが

できました。小学３年生は昔の道具の勉強、そして

４年生になると郷土の偉人・宇一郎先生の勉強をし

に来てくれました。子どもらしい面白い感性の質問

には私自身も新しい発見があったりと、とても楽し

い時間を過ごさせていただきました。

　皆さんにはこれから成長していくうえで、問題に

ぶつかっても、宇一郎先生のような偉大な精神に学

んだことを思い出して道を切り開いて欲しいと思い

ます。人をつくることが町をつくり、そして社会を

つくる、このことを忘れないで郷土のためがんばっ

てくれることを切に願っています。

半世紀をこえ
　　宇一郎先生にふれて

後世に伝えたい　
　　　　　宇一郎先生の想い

斎藤宇一郎記念館 公益財団法人 斎藤宇一郎記念会
　昭和３７年（１９６２）５月、斎藤家の米蔵を改造して斎藤宇一郎記念館が開館。昭和５６年

（１９８１）、斎藤家跡地に仁賀保勤労青少年ホームが完成。第１展示室で斎藤宇一郎先生の事

績を紹介しているほか、遺品や農具、民俗資料、また旗本仁賀保家史料を収蔵展示しています。

　大正１５年（１９２６）５月１５日、斎藤宇一郎先生が逝去された５日後に発足。事務局を仁賀保勤労青少年ホームに置き、

事務局員が常駐し顕彰活動や斎藤宇一郎記念館の展示案内などを行っています。現在、荘司範彦氏が１１代目の会長となり、

理事・役員２８人が記念会事業の執行・監督にあたっています。斎藤宇一郎先生について知りたい方や顕彰活動に興味が

ある方は斎藤宇一郎記念会で一緒に活動してみませんか。ぜひご連絡ください。

斎藤宇一郎記念会事務局☎３５－４０５７

▷開館時間…９：００～１７：００　▷休館日…月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（１２月２９日～１月３日）

▷入 館 料…一般１５０円、学生・小人１００円（１５人以上は団体割引：一般１２０円、学生・小人８０円）

※にかほ市内小中学生は入館無料です。展示案内も行っておりますのでお気軽にお声掛けください。

（仁賀保勤労青少年ホーム内）

問

思

新


